
　

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の

確
立
が
課
題
と
な
る
中
、
所
得
向
上
に

向
け
た
複
合
経
営
の
推
進
を
目
的
と
し

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
２
月
27
日
、
秋
田
ふ

る
さ
と
村
で
開
催
さ
れ
、
集
落
営
農
関

係
者
な
ど
６
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
横
手
市
地
域
担
い
手
育
成

総
合
支
援
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

は
じ
め
に
旧
琴
丘
町（
現
在
の
三
種
町
）

出
身
で
テ
レ
ビ
な
ど
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
活
躍
す
る
橋
本
五
郎
氏
（
読

売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）
が
講
演
。
続

い
て
複
合
経
営
に
取
り
組
む
集
落
営
農

組
織
な
ど
５
団
体
に
よ
る
事
例
発
表
が

行
わ
れ
、「
メ
ン
バ
ー
が
真
剣
に
討
論
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
た
（
生

産
組
合
大
地
）」「
自
由
に
仕
事
が
で
き
、

結
果
が
す
ぐ
に
現
れ
る
の
が
農
業
の
魅

力
（
横
手
市
農
業
近
代
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
横
手
食
育
見
聞

録
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
柿
﨑
み
の
り
さ
ん
（
横
手
南
小

６
年
）
が
「
学
校
で
ナ
ス
を
育
て
、
野

菜
を
育
て
る
こ
と
の
大
変
さ
と
収
穫
の

喜
び
は
特
別
だ
と
い
う
こ
と
を
一
本
の

苗
か
ら
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
野
菜
を
作

っ
て
く
れ
る
人
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
食た

。
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明
確
な
農
業
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を

横
手
市
農
業
担
い
手
フ
ォ
ー
ラ
ム作文を披露する

柿﨑みのりさん

　

東
京
に
住
ん
で
40
年
以
上
。
日
本
の

政
治
に
は
根
本
的
に
疑
問
を
持
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
道
路
特
定
財
源
問
題
は
、

ガ
ソ
リ
ン
代
が
上
が
る
下
が
る
の
議
論

で
は
何
も
生
ま
れ
な
い
。
ど
う
す
れ
ば

国
民
が
幸
せ
に
な
る
か
と
い
う
議
論
の

本
位
な
し
に
論
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

農
業
に
関
し
て
は
、
食
料
自
給
率
が

低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
耕
地
面
積
は
減

少
し
、
農
業
人
口
も
減
少
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
が
食
べ
物
を
選
ぶ
自
由
も
大

事
だ
が
、
自
分
の
親
が
作
っ
た
米
を
食

べ
な
い
で
ど
う
す
る
の
か
、
故
郷
に
誇

り
を
持
て
な
い
政
治
は
政
治
で
は
な
い
。

ま
た
、
政
治
は
世
の
中
の
「
痛
み
」
に

対
し
て
敏
感
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

光
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
光
を
当
て

る
た
め
に
あ
る
も
の
。

　

今
後
、
地
方
を
ど
う
や
っ
て
立
て
直

す
か
。
地
方
の
人
た
ち
も
自
分
の
ま
ち

に
つ
い
て
考
え
、
努
力
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

要
旨
）

読売新聞特別編集委員
                橋本五郎氏

講 

演 

「
日
本
政
治
の
ゆ
く
え
と

　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
の
再
生
」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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3月15日～4月3日

環境講演会（14：00～16：00、増田地区多目的研修
センター）

木戸五郎兵衛神社初午祭り（7：00頃～13：00頃、木
戸五郎兵衛神社）

当麻曼荼羅の開帳と百万遍念仏講（13：30、山内黒
沢地区、高橋さん宅）

全国発酵食品サミットin横手（13：30～18：30、秋
田ふるさと村）

全国発酵食品サミットin横手（9：30～15：00、秋田
ふるさと村）
大雄地区生涯学習発表会（9：30、大雄交流研修館）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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ppPick upPick upPick up

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　３月23日（日）「ドラえもん
　　　　　　　 のび太の創世日記」　 【102分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

全国発酵食品サミット in 横手
■３月29日（土）・30日（日）

木戸五郎兵衛神社
初午祭り

■３月19日（水）

　沼館地区にある木戸五郎兵衛神社の例祭は、旧暦２月の初
午の日に行われることから「初午祭り」と呼ばれています。
　集落や職場単位で作った恵比寿俵を担いだ若衆たちが、ぼ
んでん唄を歌いながら町内を練り歩いた後、昼頃、神社に集
結。威勢よくもみ合いながら、次々と神社に恵比寿俵を奉納
し、商売繁盛と五穀豊穣を祈願します。
◆日　時／３月19日（水）　７：00頃～13：00頃
◆場　所／木戸五郎兵衛神社
◆問合せ／雄物川郷土資料館　22-2793

　発酵と食文化をキーワードに、各分野の専門家や著名人を
お迎えしての講演会やパネルディスカッションが行われます。
また、全国発酵食品物産展も併せて開催します。
　多くの市民の皆さんのご参加をお待ちしています。
◆日　程／
　　３月29日（土）　12：30開場
　　　●サミット 13：30～18：30　●物産展 10：00～17：00
　　３月30日（日）　８：30開場
　　　●サミット ９：30～15：00　●物産展 ９：30～15：00
◆場　所／秋田ふるさと村（入場無料）
◆問合せ／市産業経済部マーケティング推進課　45-5537
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